
業務の垣根を超えた主体的なキャリア形成の取組み ～チャレンジワーク～

【取組みの目的】

職員自らの発意により、担当以外の業務や所内横断的な企画・課題解決業務にチャレンジする仕組み
を構築することで、各職員が主体的にキャリア形成できる機会を創出するもの

職員が自らの担当以外の特定分野の業務に従事する 分野横断的な業務に関し、職員が自らの発案で参加希望者
を募り、機動的に課題解決や業務改善に取り組む
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